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ね。ああいうところは条例を逆に変えてもらっ

たんですね。その意味ではご検討いただいた方

がいいかなというふうに思います。別にこの機

関をやめにした方がいいんではないかなという

ことは言いませんので、これで質問を終わりた

いと思います。 

○大沼 久委員長 次に、順位３番、議席番号９

番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 私が質問をしたいと思っ

て考えていることは２点でございます。かゆい

ところに手の届く答弁をしていただくと、実に

簡単に終わりますんで、その点お願いしておき

たいと思います。 

  まず、９月の一般質問で企画調整課長にいろ

いろくだりはあったんですが、企画調整課の中

で文書の不要の文書、あるいは不急な文書の整

理をなさったということがありましたねという

ことについて、あなたは何も答弁しなかった。

ですので、そのことについてきょうはお聞きを

してまいりたいと思います。やっぱり聞いてい

ることに端的に答えてほしいんですよね。 

  それで平成11年６月に私と大道寺議員がＩＳ

Ｏの14001、いわゆる環境の国際規格であるこ

の認証取得をとるべきでないかというふうに申

し上げてまいりました。13年３月の議会で市長

が正式にその意思表示をされているわけですが、

なぜこれをとるべきだと申し上げましたのかそ

れをもう一度簡単に振り返ってみますと、直接

的な取り組みとしては一つには環境の世紀と言

われるように環境に優しいまちづくりを進めて

いくべきだということが第一点ですよ。 

  それから、この取り組みをすることによって、

このその取り組みの過程の意識の中から、いわ

ゆる仕事の改善の意識が芽生えていくはずだと。

芽生えなければこんなことやっている必要がな

いんですよね。芽生えていくはずだと、必ず。

その芽生えますと、自分のやっている仕事を見

直すという点において、例えば今これから質問

するようなことを自然発生的に私は出てくるの

ではないかということを期待しているわけです

よ。ですから、その取り組むべきだと申し上げ

てきました。 

  それから、13年４月から行財政改革取り組み

ましたね、５カ年計画で。これある意味では聖

域のない行革でありますから、市民に対しても

等しく我慢を求めてきたわけですよ。我慢を求

めてきてもまちづくりは停滞をしてはいけない

と。だから逆な言い方をすると、金がないこと

を逆手にとったまちづくりを進めていくべきだ

ということで提案してきたわけですね。 

  つまり環境だって面倒くさいことは考える必

要はないんで、例えばごみという点におきます

と、毎日毎日山のようなごみが発生しますので、

そのごみを媒体にした取り組みをすることは、

市民がだれでも等しくできる、内容であると。

だからこの５カ年間において日本に名だたる環

境都市長井をつくっていくことこそが、この行

革の中におけるまちづくりの一番いいやり方で

はないかということが期待できましたので、私

は申し上げてきたはずです。会議録を振り返っ

てみますとそれしか言っていないですから、何

度も何度もですね。 

  その後、確かにポイ捨条例であるとか、ダイ

オキシンの被害から市民を守る条例であるとか、

安心安全まちづくり条例であるとか、いろんな

条例がつくられまして、今あるわけですが、そ

れよりも何よりもこの環境都市を予見するかの

ような不伐の森条例が先人によってつくられて

きているわけです。そういった背景がまずある

と。 

  私はこの14001の取り組みの延長として、直

接的なことじゃなくてですよ、その取り組みを

通して、その延長として行革の改善が進んでい

かなければならないと。進まなければ進むよう

にやらなきゃいけない。それが皆さん、管理職

の任務ですよ。仕事じゃなくて任務なんですけ
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れどね。何もわからないところに、いわゆるわ

かるような手順を示すことが任務ですよ。仕事

と任務は違いますんでね。そこのことを言って

きたつもりです。 

  取り組みが進めば役所の中は変わったという

ふうに私はなってくるんだろうと思っています。

これから大きく変わるのかどうだかですけれど

も。 

  例えば私はたびたび福祉事務所の方におじゃ

ましますが、そこにいろんな方が相談に来られ

ます。しかしその相談をしようにも、後ろの方

に小さい小部屋みたいなものありますよ、あり

ますが、そのそういう部屋がないじゃないです

か、スペースが、まずね。それから会議室だっ

てないわけでしょう。例えば整理整頓であると

か、５Ｓ運動であるとか、文書のファイリング

システムだとか、識別管理だとかいろんな取り

組みをしてまいりますと、その程度のスペース

を捻出することは十分可能だというふうに私は

言ってきました。そういう取り組みは民間企業

において数え切れないほど事例があります。そ

れを学ぶべきだと申し上げてまいりました。な

ぜそういう改善改革の芽が育ってこないのかと

いうことは非常に私は疑問に思っていますので、

その点についてまず企画調整課長に考えをお聞

きしたいと思います。 

○大沼 久委員長 中井晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 ＩＳＯにつきましては

当然その取得の規格要件がございます。ＩＳＯ

を管理しております事務局といたしましては、

ＩＳＯの基準に基づいた事務の取り組みをする

というのが基本になっておりますので、その企

画要件にあわせました対応をさせていただいて

おります。 

  以前も説明をさせていただいておりますけれ

ども、現在の事務の中で環境に負荷を与えてい

るものはどういうものがあるかと、その環境の

負荷の大きい順に対策を講じるというのが基本

になっておりますので、そういった取り組みを

しております。なお、３カ年計画で新しく計画

を少しずつ更新をしていきますので、いずれ蒲

生委員がおっしゃられましたような大きい視点

での環境に対する取り組みというのは少しずつ

導入されるというふうには考えております。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 この取り組みというのは

同じところをぐるぐる回りしているのではなく

て、この少しずつスパイラルアップしていくわ

けですよね。これはプラン・ドゥ・チェック・

アクションというやり方をたどっていくとそう

なっていくはずなんですね。このＰＤＣＡを回

すという思想が定着してまいりますと、自分の

やっている仕事はこれでいいのかというまずそ

の視点から見つめていくことになるんですよ。

そうすると今よりももっとやりやすく、資質の

高い仕事をするためにはどうしたらいいかとい

うふうに考え出します。それを実際、ドゥ、や

ってみますよね、やれば必ずその結果が出ます

から、その検証を行います。成果が出ればその

成果を評価し、あるいは出なければなぜそれが

出なかったかということで反省をします。その

繰り返しがＰＤＣＡなわけですよね。 

  そういった思想を徹底して進めていくという

ことになりますと、例えば環境の負荷なんてい

うことを言えばそれは省資源、省エネルギーと

いうこともありますから、ペーパーレス、一つ

の思想からいっても当然その今の文書のファイ

ルの仕方でいいのかというふうには結びついて

いくものだと私は必然的に思っているわけなん

ですが、今の取り組みの過程ではそこには至っ

ていないということなんですか。 

○大沼 久委員長 中井晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 今、国の方でも電子政

府化を進めております。文書につきましても電

子ファイルで流れてくる文書が次第にふえてき

ております。電算関係のメーカーにつきまして
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も、電子文書のファイリングシステム等を提案

したりというのは出てまいりましたので、企画

といたしましてもそういった提案書をお聞きし

たりという機会がふえてきております。 

  いずれ紙ベースの対応ではなく、電子ファイ

ルというふうになるものであるというふうに思

っております。ただ、電子ファイルにつきまし

ても分類が明確にならないまま、ただ保存しま

したのでは検索もできませんし、議員がおっし

ゃりますように事務的に効率化ができませんの

で、当然、ファイリングシステムなりの導入が

いずれ必要になってくるだろうというふうに考

えております。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 じゃあまず一番最初、冒

頭言ったことをお聞きしますが、企画調整課の

中で、前、ファイル別の整理をしたことがある

ということでしたね。その結果、どうでしたか。 

○大沼 久委員長 中井晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 キャビネを整理するき

っかけとなりましたのは、余りにもその書類が

膨大になりまして、キャビネの中が煩雑になっ

てきているというのがありまして、試しにとい

うことで整理をお願いしました。確かにキャビ

ネの中は非常に整理整頓されるというような状

況はできましたけれども、それではキャビネが

一つ二つ撤去できるほど整理できたかというと、

そこまでは文書を削減できなかったというのは

実際でございました。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 その経過について文言的

な表現なんでわからないんですよね。どの程度

の対象のファイルを整理して、どのぐらい減っ

たんですか。具体的なその数字で説明してくだ

さいよ。例えばこれぐらいあったのが半分にな

ったとか、あるでしょう、だれ見たってわかる

ような話が。 

○大沼 久委員長 中井晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 企画係のキャビネを中

心に整理をしてもらいましたけれども、私が見

ますと４分の１から多いところは３分の１ぐら

いの文書が整理できたんじゃないかという感じ

でした。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 つまりそういうことなん

ですよね。多分、それは不要なファイル物、そ

れから不急、急がないファイル物。例えば１年

に１回しか見る機会があるかないかというやつ。

それから毎日やっぱり手元に置いておかなけれ

ばいけないものと、このランクをつければ、あ

ると思うんですよね。だから、まず廃棄しても

いいものがあるということは、要らないものが

あるということですよ。だからそれは課によっ

て違うことはわかります。法的に保存期間が義

務づけられているもの。だとしてもそれがその

手元に置かなければいけない理由なんて何もな

いでしょう。どこにどういうものがあるかとい

うことさえはっきりわかっていて、求められた

らば30秒以内にすぐ出せればどこにあったって

いいじゃないですか。そういうことを考えてま

いりますと、自分の手元に置いておくべきファ

イル物というのは限定されてくると思うんです

よね。そういう取り組みというのは結果として

スペースができてきたり、いろんな相乗効果が

生まれてくるんじゃないかと私は思っておりま

す。そういうふうには感じません。 

○大沼 久委員長 中井晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 基本的にキャビネット

の中には私的な文書は入っておりませんで、公

的な文書だけのつづりになっております。当然、

公的な文書を引き出しまして、それを見るとい

う場合はキャビネの中から取り出すという形に

なります。個人が別にファイルをしております

のは、いろんなその制度の勉強でありますとか、

自分の知識を高めるということで、個人的にそ

の勉強した部分のファイルといったものは一部
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あるかと思いますけれども、キャビネの中は公

的文書以外で占領されるというのはほとんどあ

りませんので、今のところうまく整理をするこ

とによって個人の文書がなくせるかというと、

ちょっと企画の中では難しいというような感じ

はしております。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 個人の文書をなくせなん

て私はただの一点も言っていませんよね。区分

けをすべきでないかと。分類をすべきでないか

と申し上げているんであって、個人のファイル

は必要ですよ。それは例えばプライベートファ

イルということで整理できると思うんですよね。

だからプライベートファイルのその定義もつけ

なきゃいけない。どういうものをプライベート

ファイルというか、センターファイルというの

は何を称して言うかと、その定義も必要ですよ。

当然、ファイルの方法も必要ですよね。 

  このペーパーレスの思想からいって、山形県

では紙なし会議をやっているというふうにいつ

か新聞で聞いたことがあるんですが、それはご

存じですか。 

○大沼 久委員長 中井晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 私が出席した会議では

まだそういうところには出席はしたことはござ

いません。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 検討してはどうですか、

紙なし会議、紙のない会議。例えば説明すると

きにどういう形で説明するか。今は常識的にと

いうか、もう定例的という、どういうふうに言

ったいいんですかね、当然当たり前というふう

にこの資料が配られますよね。これをやっぱり

配らなくて済む方法を考えるべきだというふう

に思うんですよね。それがものによってはでき

ないケースありますよね、もちろん。でもかな

りそれができるんじゃないかと。例えば文書で

各課に回覧するよりはメーリングシステムを使

えばそれは要らないですよね、そのように。 

  例えばプロジェクターを使ってその一つの資

料を説明すれば要らないですよね。いろんな方

法を編み出せばこの紙なし会議というのはでき

るのではないかと。そうなればペーパーレスの

思想にも拍車がかかってくるんじゃないかとい

うふうに思いますので、その場面に遭遇したこ

ともないということでから、ぜひ検討してみて

ほしい、試験的にですね。例えば企画調整課の

中で庁内の会議をする際に、そういったことを

試みてはどうかと思いますが、いかがですか。 

○大沼 久委員長 中井晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 今、庁内文書等でらい

ねっとを使って各課に周知できるものはできる

だけそういうふうにしていただいておりまして、

以前のような単なる会議の案内文書が不用意に

回るというのは大分少なくなってきているとい

う状況がございます。 

  あと、企画調整課の会議を考えますと、電算

の管理業務につきまして、毎月定例的な会議を

行っております。そこの中でプロジェクターを

使いまして説明をしておりますけれども、現在

はなおプリンターをした紙も配付をしておりま

すので、それらにつきましてできるだけ削減を

するというようなことを考えたいというふうに

思っております。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 仕事の性格上、これがす

べて私が言うようなことができるとは思いませ

んが、例えば企画調整課の中に何人いらっしゃ

るんですかね、仮に20人いたとすれば、20人の

分の机を全部そろえなければいけないという発

想は今までの発想ですよ。20人分いてもそれを

みんなで共用し合う、共用するという発想の転

換をすれば、少なくて済むんですよね。そうい

うような発想の転換をすることによって、私は

スペースは生まれてくるんじゃないかと思いま

す。私のところのフォーラム２１の中で、真剣
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に議論したことがあるんですよね、このテーマ

について。恐らくかなりのスペースが出てくる

んだろうと、徹底してやれば。このスペースも

ない、会議室もないという状況をやっぱり何と

かしようと、考慮すればそういう発想が出てく

るんじゃないかなというふうに思うんですよね。 

  どうですかといったって、はあ、できますな

んて答弁にならないと思いますから、それは要

らないですけれども、例えば助役にお尋ねしま

すが、例えば隣の課と課、総務課があって、市

民課があって、こうあるわけですけれども、私

はその平準化、人数、職員の配置についても平

準化をしなければいけないというふうに申し上

げてまいりました。隣の課とのやっぱりオープ

ンドア方式を心がけまして、ひとつ隣の課も仕

事もできるというふうに、いわゆる職務の多能

効果ですよね、これやるように進めていくとい

うようなことを考えますと、例えばまだまだこ

れからの課題でしょうけれども、時差の出勤体

系であったり、あるいはまたマンパワーの配置

をマックスにあわせないで平準化したものに合

わせていくというようなことをしますと、当然、

それだけの人数も要らないし、スペースも要ら

ないと、このようになってまいりますよね。そ

ういったことをひとつまじめに、まじめにやっ

ているんでしょうけれど、まじめに、それより

まじめに検討してみたらどうかなと思うんです

が、いかがですかね、助役。 

○大沼 久委員長 長谷部宇一助役。 

○長谷部宇一助役 建物自体はいわゆるオープン

フロアですので、そうなれば課と課は行き来は

自由にできるわけですけれども、今は完全に独

立しているという形で調整ができないというこ

とありますので、やっぱり行政のサービスを向

上するためにはやっぱりそういった課と課の調

整ができるような形にまず持っていくことがま

ず大事かなという感じがします。その後でいろ

んなさっきご指摘あったフレックスタイムとか、

そういったものを活用しながら適切な人員管理

を行うということが大事かなと思っております。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 市長が参加されておりま

すのは改革派自治体市町村サミットですが、実

は７月18日に地域自立シンポジウムという、こ

れは第６回になっているようですがあったんで

す。私もこれちょっと気になっていたものです

から、いろいろ見てきたわけですが、いろんな

提案がなされていまして、これは一つの考え方

かなというふうに思っております。 

 例えば、モノの自立、カネの自立、ヒトの自

立、チエの自立、コトの自立、地域自立の集団

というようなことで言えば、大量生産から地産

地消への転換、大量流通から産消直結への転換、

仮想経済から地域通貨への転換、工業経済から

情報経済への転換、情報消費から情報創造への

転換、官制維持から里親維持への転換、普遍思

考から伝統回復への転換、大量廃棄から高度循

環への転換、環境開発から環境回復への転換、

あるいは規模維持から交流促進への転換、過疎

維持から集落撤退への転換、町村合併から生命

地域への転換などというようなことで、今、い

ろんな議論がなされているようです。このこと

について詳しく言っていると時間がありません

から言いませんけれども、これは市長にお聞き

しますけれども、長井市としても自立計画のプ

ログラムをこれから進めていこうとしている矢

先でありますので、私がこの再三申し上げてお

ります環境の国際規格の取得というのは、自立

計画を進めるための一つのツールだと思うんで

す。この活動を通して、自立計画に寄与できな

ければ何もならないのではないかというふうに

思うんですが、やはりいろんな活動を通して、

こういうふうにしたらどうだ、あのようにした

らどうだという提案が職員の皆さんから出てこ

なければいけない。もちろん管理職の皆さんも

そうです。言われたことを渋々やっているよう
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では、これは管理職と言えませんので、やはり

さまざまな提案がなされて、それを具体的に、

真剣に検討する機会がなければ、企画調整課長

の答弁みたいになってくるんです。そうではな

くて、こういったことを、やはり考えていくべ

きではないかなと、提案制度を。提案をする、

提案で出てきたものを真剣に考える。実施でき

るものは実施する。効果額を把握できたものは

ちゃんとそれなりの報償を与える。やればやっ

ただけの評価が得られるというふうにしていく

べきだと思うんですが、市長の考えをお聞かせ

ください。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 基本的にはその提案によって、

その提案を議論しながら前に進むということ

は、これは絶対に必要だというふうに思いま

す。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 市長からそういうよう

なことがありましたので、ぜひ提案制度につ

いて改めて考えてみていただきたいというふ

うに思っています。 

 私らも言ってみれば、今よりよくするため

にこうした方がいいのではないか、ああした

方がいいのではないかということを何度も繰

り返し申し上げてきておるわけですから、こ

ういうのも提案ですよね。 

 太田市を初め多くの自治体については、環

境の14001の認証取得というのは常識的になっ

ているんですが、それとあわせて品質の国際

規格であります9000シリーズを取得する動き

が今、顕著になってきております。これはど

ういう背景がそういうことをもたらしている

というふうに市長はお考えでしょうか。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 ＩＳＯの14001というのは環

境政策に総合的に取り組むと。それから、環

境負荷を低減すると、こういうことですね。

ＩＳＯ9001というのは、主にやはり製品の品

質保証というふうに私は理解をしております。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 製品の品質保証、製品

というか、役所の中における製品は何なんで

しょうか。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 市民の皆さんに対するサービ

スなり、支援なりということだろうと思いま

す。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 市長の今、答弁ありま

したまさにそのとおりだと思うんです。窓口

に例えば、職員が市民に接する場合の資質を

どれだけ高めていくかということに私は直結

していると思うんです。まだ、この品質のシ

リーズをとって、どのように活用をしてきた

かと細かく私はまだ検討しておりませんが、

太田市あたりにお邪魔したときは、やはりＩ

ＳＯの14001と同じように、これを目指すこと

によって職員の意識が大きく変わるんだと、

いや変わらなければいけないんだと。そのた

めにやっているんだというような担当者のお

話でした。長井市もやれということを申し上

げているのではありませんけれども、どっち

でもいいわけですが、いわゆる仕事の質を高

めるということに結びつけば、ぜひそういっ

たことをやっていきませんと、この自立プロ

グラムがなかなか前に進んでいかないという

ことになりかねませんので、ぜひお願いをし

たいというふうに思います。 

 助役にお尋ねしますが、長井市も13年度か

ら行財政改革というものを取り組んでまいり

まして、例えば人件費においては29億6,000万

から25億8,000万に減らしたいというその事実

がございます。この事実は何といってもはっ

きりしたものですから。私もそのほかの努力

については、ああ、努力してきたんだなとい
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うふうに思います。思いますが、まだまだ足

りないということはいつも申し上げていると

おりでありますけれども、自立するというこ

とは、やはりもっともっと改革を加速させて

いかなければいけない。例えば、自立計画を

５年の中でつくればいいというものではなく

なったわけです、今度は。とにかく早くそれ

を立ち上げて、そして進めなければいけない

というように思っておりますので、この改革

改善の手法を加速させるために、もっと庁内

の行革推進本部なりで具体的な検討がなされ

ていいのでないかと。最近どういう取り組み

をなさっているのか全然経過報告がありませ

んので、しているのか、していないのかもわ

からないんですけれども、そういったことに

ついて助役はどうお考えですか。 

○大沼 久委員長 長谷部宇一助役。 

○長谷部宇一助役 今、進めている行革につき

ましては、いわゆる財政再建ということをま

ず基準に置いてやってきたわけでございます

けれども、蒲生委員からもご指摘がありまし

たように、その計画をまず全部やることが、

まず再建の第一歩だということでありました

ので、それに基づいて今、必至になってやっ

ているという状況でございます。 

 特に、今年度については大きな山場に差し

かかっておりまして、それを乗り越えるため

に今、頑張っているという状況であります。 

 自立計画につきましても、一般質問で市長

がお答えしましたように、来年度中になるべ

く早くそれを策定しながら、さらにその計画

に基づいて推進をするという形にぜひやって

いきたいと思います。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 ぜひそれはそうですね。

進めていただくようにお願いをしておきたい

と思います。 

 25分ぐらいまでですから、次の質問に移り

ます。スウィングガールズの話については一

般質問でも申し上げましたので、その後、ど

ういう今現在、展開になっているかも含めて、

若干ご説明を申し上げて、お答えをいただき

たいというふうに考えております。 

 11日からロードショー。そのロードショー

をされた劇場の数をもう一度調べたんですが

167館なんですよね。166館だったり、川西町

は160館と書いてあったり、169館と言われた

りしておりますけれども、よく数えて見ます

と167館のようです。 

 それはともかくとして、その公開初日のま

だ次の日、興業見通しというのが示されまし

て、いわゆるきのう最後のドラマになりまし

たウォーターボーイズ２というのが、そのも

とになったウォーターボーイズが９億8,000万

円の興業収入だったんですね。これは99館の

同時上映でした。このスウィングガールズは

その時点で15億の興業収入が見込まれている

というお話で、これはすごいことになってい

るんだなと私は正直思ったところでございま

す。 

 しかし、どうもきのうとか、おとといあた

りの情報によりますと、15億が17億になり、

20億は確実だというふうになっているんです。

だから、すごいことなんです。名実ともに。 

 その20億をどのぐらいの期間をロードショ

ーをするかにもよりましょうが、１館あたり

の興業収入、これを割り算しますとすごい金

額になってはじき出されます。事実、山形の

ソラリスでは初日だけで3,300人ということで、

全国１の観客動員を誇ったということですね。 

 20日の日、さくらんぼテレビで実際フジテ

レビの朝の番組に生出演されておりましたけ

れども、今の情報ですとテレビドラマ化はま

ず間違いないだろうとこういうふうに言われ

ているようであります。できればテレビドラ

マ化になって、そして一つの映画が、あるい
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はまたそれを支えた人たちが、赤字路線を黒

字化したと。ＮＨＫのプロジェクトＸみたい

な形で、出てくればすごいことになるのでは

ないかな、すごいんだろうなというふうに私

は夢見て以下いろいろお聞きをしてまいりた

いというふうに考えております。 

 今、映画は大成功です。2004年度の一番の

ヒット作になるだろうと言われております。

テレビドラマ化もまず間違いないだろうと言

われております。しかし、このテレビドラマ

化は問題がロケ地がどこになるかということ

なんです。映画ではこの置賜地方がロケ地に

なりましたけれども、テレビドラマ化でこの

置賜地方がロケの対象になるとは絶対言えな

いわけです。それは何十人ものスタッフ、俳

優の皆さんが、一々長井まで来る、あるいは

置賜地方まで移動してくるという、このコス

トがばかにならないわけです。できるだけ近

くで撮りたいというような意向になってまい

りますと、せっかくのテレビドラマがフラワ

ー長井線の後押しに役立っていかないという

ことになりかねないわけです。ですから、今

がやはり大事なんだろうなというふうに考え

ます。 

 ８月27日に市長も試写会に行かれまして、

そして、スウィングガールズを支援する置賜

地域の懇談会というように参加されたわけで

す。そのときに、フジテレビのプロューサー

である関口大輔さん、この方のおじいさんは

畔藤の出身なんです。そして、制作をした、

担当したアルタミラピクチャーズの専務、小

形雄二というのは、これは白鷹町の畔藤の出

身なんです。お二人の実家は300メートルしか

離れていないというお話でした。この小形雄

二専務などと懇談をした際に、ぜひテレビド

ラマ化を向けた話の中で、まだ公開前であり、

テレビドラマ化については難しい問題はあり

ますが、それを跳ね返す地元の盛り上がりが

不可欠ですと。白鷹町は私のおじいちゃんの

町、何らかの貢献をしたいというふうに関口

プロディーサーが語っているというふうに新

聞記事もありましたし、事実そのとおりだろ

うと思います。 

 こういった動きが現在ありまして、できる

だけ多くの皆さんにこの映画を見ていただこ

うと、まず。そして、見ていただいて、この

フラワー長井線についてもいろいろ考えてみ

てもらおうというのが広い浅いネットワーク

ということで、スウィングガールズ応援隊と

いうホームページの立ち上げになりまして、

それが今度はスウィングガールズの公式サイ

トにリンクが張られているんですけれども、

リンクが張られたものですから、今アクセス

数が殺到しております。こういう状況に今あ

るわけですが、市長としては今どういう感想

をお持ちですか。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 やはりこの矢口監督という時代

を非常に的確にとらえた監督の企画があり、ウ

ォーターボーイズだって男性があれをやるなん

ていうのはおかしい、それが当たるんですから。

あの女生徒がジャズバンドをだんだんやってい

くというような内容の奇抜さ、それからおもし

ろさ、それから音楽番組としても、演奏者が全

部自前であれをやっているというところの新鮮

さ。それに非常にやはりギャグ等の笑いがあり

まして、これはやはり２度、３度見てみたいな

と。２度見てみたいな、３度見てみたいな。例

えば、映画でも見てみたい、テレビに出てきた

らテレビでも見てみたい、本も買ってみたいと

かというような、やはりヒットしそうだなとい

う感じを持ってまいりましたし、これはやはり

長井線もあることだし、これは必至になって応

援というか、取り組まなければいけないと。 

 現に前売り等についても、川西も一生懸命、

あるいは白鷹はもっとそうでしょうけれども、
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300枚というのは、蒲生議員も100枚ほどお売り

になったそうですが、市役所でも350枚とか、

商工会議所とかいろんな面で500枚前売りでも

出ている。そして、初日はあのとおりだと。そ

して、ＮＨＫのテレビにも出る、民放も出る、

何も出る、やはりブームですよね。これはやは

りこういうときにこのさらに乗っていかなけれ

ばいけないなと。そうすると、今サントラ盤に

しろ大体１万枚ぐらいが、普通サラウンドトラ

ック盤はそうだそうですが、６万枚も出ている

とかという話もありますし、やはりすごいもの

だなと。ヒットするときというのは、私もレコ

ード会社にいたことがありますが、急激に予想

を超えてというところが、ここがまた一番おも

しろいところで、これはやはりぜひさらに大化

けして大ヒットにつながってもらいたいと思っ

ております。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 結果として９月の議会は

フラワー長井線議会、山形鉄道議会と言っても

過言でないほど、いろんな形でいろんな方々か

ら提案されていまして、またこの後も質疑があ

るようですが、いろんな方法を駆使して、とに

かく言葉ではなくて乗らなければ何にもならな

いわけです、結果として乗らなければ何にもな

らない。幾ら理論を唱えても乗らなければどう

にもならない。どうやったら乗っていただくか。

手法の一つだろうと私も思っています。 

 私のホームページもリンクを張っているんで

すが、長井市のホームページにリンクが張られ

ておりまして、私ちょっと思ったんですが、こ

れは企画調整課長にお伺いしますけれども、い

わゆる公式サイトでこれとこれのいずれかのバ

ナーを張って別ウインドウで開くようにしてく

ださいというようになっているんですが、そう

もなっていなかったんですけれども、これは許

可をもらって張られたということですか。 

○大沼 久委員長 中井 晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 長井市のホームページ

でスウィングガールズの情報を載せましたのは

９月１日ごろに載せさせていただきました。そ

の時点ではまだ公式サイトで公式バナーをこれ

を使ってくださいというのが出ておりませんで

したので、許可をいただきましたロゴを使いま

して、公式サイトに入るようにしてあります。 

 なお、考え方といたしましては、公式サイト

用のバナー等は小さい入り口になっていますの

で、できるだけ目立つような形でというので、

大き目の入り口を設けさせていただきました。 

 なお、一応許可はいただいておりましたけれ

ども、公式バナーが出ましたので、公式バナー

に修正はさせていただいております。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 あと長井を含めた置賜が

ロケ地になっていますという記述があるんです

が、９月11日から公開されますと。もう公開さ

れてかなり日数もたっていますので、「公開さ

れます」ではなくて「絶賛上映中」とか、何か

言葉を変えておくべきではないかなと私思うん

ですが、それはいかがですか。 

○大沼 久委員長 中井 晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 ご指摘のとおり、もう

既に古い情報になっておりますので、できるだ

け早急に改定をしたいというふうに思っており

ます。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 管理元は企画調整課では

ないんですか、長井市の公式サイトの。そうで

しょう。市長がやっているわけではないですよ

ね。なるべく早くそういうのを陳腐化しないよ

うにしていってほしいなと。かなり今アクセス

ありますので、ぜひお願いしたいと思います。 

 それから、きょうは７時から西置賜合庁の３

階の何とかという部屋でスウィングガールズ応

援隊の会議が持たれます。９月３日に続いて２

度目ですけれども。私も案内をもらっておりま
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すので行ってまいりますが、やはりこの会議と

いうのは金やなんかで縛れない、自分たちでで

きることをそれぞれでやっていって、少しでも

広げて、結果としてフラワー長井線に乗っても

らえればいいなと、そういうネットワークなん

ですよね。これは許可もいることでしょうが、

さまざまな方が今ホームページを持っていらっ

しゃいますので、そこに公式バナーのリンクを

張っていただいて、少しでもＰＲにつながるよ

うに考えていったらどうかと。もちろんきょう

の会議でもそれを申し上げますが、そういう点

については企画調整課長はどういう見解をお持

ちですか。 

○大沼 久委員長 中井 晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 置賜応援隊ができてお

りますし、役所の方では今後の進め方を協議し

ました際に、商工会議所さんが中心になってや

りたいというような申し出もいただいておりま

すので、役所側から声をかけるというより、会

議所さんなり、置賜応援隊から声をかけていた

だくという方がよりいいのではないかというふ

うに考えております。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 あと一般質問で申し上げ

ました白鷹町ではこういったチラシを入れる予

定をしていますと。清水屋さんという前がロケ

地になったんですが、そういうロケの写真を入

れ込んで皆さん見てくださいねみたいなことを

チラシを入れるというのがあったようですが、

長井市としても一度、前売り券を欲しい方はど

うぞみたいな隣の回覧しましたよね。白黒で何

か全然目立たないやつが回ったわけですが、一

つこの例えば、この間も言いましたけれども、

オアシスという床屋さんがあって、それからア

ズム館があって、三菱自動車があって、それか

ら白兎の駅があって、工業団地、工業団地はバ

スが通過しただけですから実際はありませんが、

５カ所あるんです。そのほかにあやめ公園駅の

陸橋の下がロケの対象になったんですが、私も

よくわかりません。それだけのものがあります

ので、河原のシーンですが、そういうロケマッ

プを入れながら、やはりもう少しＰＲできる分

についてはＰＲをしてみたらどうかなと思うん

ですが、それはいかがですか。だれに聞けばい

いのかな。市長かな。市長でもだれでもいいん

だけれども。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 おっしゃるとおり長井線がバッ

クにあって、しかも長井線の最も美しいのは西

山を背景にしたところであって、白兎駅中心で

すね。それから、道路とバスとあれで乗りかえ

るのも白兎駅。河原はどうもそうではなかった

ような気がしますね。松川の方に行ったのかも

しれませんが、オアシスだとか、アズム館とか、

三菱とか、いろいろあると思いますので、そう

いった情報を入れながら、このホームページな

らホームページでやると。私も例えば、下手な

文ですがほっとトーク等でもちょっとＰＲさせ

てもらうとか、あらゆる場面でこのＰＲを、宣

伝をしていきたいというふうに思います。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 ＪＲ東日本仙台支社の清

水支店長と私は面識ないんですが、聞いた話で

ございます。この方は卒論の中で、バス路線へ

の転換とかというのを書かれまして、非常に第

三セクターに転換した当時から、こういった問

題について関心が深いんだそうです。橋本町長

も一度お邪魔をしてお願いをしてきたというこ

とが聞かされてきたんですけれども、その際、

その清水支店長は、山形鉄道のために何か役立

つことを私もしたいと、こういうふうにお話を

なされたとお聞きしております。 

 ただ、山形鉄道側でこうしてほしいというも

のがないんです、具体的に固まっているのが。

だから、そこが問題なんですけれども。そこで

市長にも行ってきてほしいなんてことでもない
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んですが、こういうジャズナンバーでもあるん

ですが、Ａ列車に乗っていこうという、この企

画物が実はありまして、これであちこちを訪ね

るという企画が今、具体化しているんです。こ

れを置賜版をつくって、こっちに客の入れ込み

を図れないかという話が今、徐々にできてきて

おりまして、こういうふうになっていったら、

本当に具体的な客の入れ込み、あるいは利用の

拡大につながっていくのではないかというふう

に思ったりもしているわけなんです。 

 商工会議所の方が仙台支社の方にお会いした

という話も聞いているんですが、機会があれば

お願いもしなければいけないんでしょうし、こ

ういった企画があればやはり長井市としてもだ

まっていないで、宣伝も手伝ってあげるし、努

力もするということが、実際の利用拡大という

点で言うと必要なことではないかなと思います

が、いかがでしょうか。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 実は私も白鷹町長、それから南

陽市長、それから高畠町長もご一緒だったかな。

米沢の市長はいらっしゃらなかったけれども、

仙台まで行ってきたんです。それは山形鉄道の

観光ＰＲについて、ぜひその清水支店長、非常

に腰の低いというか、若いエリートなんでしょ

うけれども、積極的な方だったと思います。や

れることは全部やろうというような話で応援し

ていただけるというような話になっております

し、これは山形鉄道の若狭社長や髙田専務も何

度か行ったことがあるんだそうですから、こう

いったネットワークがありますから、そういっ

たネットワークもぜひ利用しながら、お願いを

していきたいというふうに思います。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 ぜひそのようにこれから

も努めていただくようにお願いをしておきたい

と思います。 

 長井市のホームページでちょっと気になって

いるのは、リンク集というのがあって、リンク

を開いても山形鉄道というのは出てこないんで

す。山形鉄道は出てこなくて、米坂線整備促進

期成同盟会が出てくるんです。これが出てくる

んだったら、山形鉄道だって出てこなければい

けないのではないかと思うんですが、やはりこ

こら辺をもうちょっと工夫した方がいいのでは

ないかなと。その他というところを開くと出て

きますよ。このリンクではないところで開くと

山形鉄道出てきますが、やはり大抵の場合はリ

ンクから入りますよね。リンクが出なくてもホ

ームページの正面の中にどこか１コマつくって

山形鉄道とか、何かつくってそれが開けるよう

にしておくとかということも私は大事ではない

かなと思いますけれども、企画調整課長はいか

がですか。 

○大沼 久委員長 中井 晃企画調整課長。 

○中井 晃企画調整課長 以前のホームページに

つきましては、トップページにフラワー長井線

の入り口を設けさせていただいておりました。

新しくホームページを直しておりますけれども、

そこの中では暮らしの項目という一番上のタグ

の左のタグになりますけれども、そこを開いて

いただきますとフラワー長井線の入り口も出て

くるようにはしております。 

 なお、どういった形が一番入りやすいかとい

かというのは、これからもその修正を加えるな

りして検討をさせていただきます。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 ついでに改革派自治体市

町村サミットについてはどこも出てこないわけ

ですが、これらについても市長が一生懸命取り

組んだわけですから、それを察知してやはりリ

ンクを張っておくと。見えるというふうにして

おくべきだと思うんです。その点についてもぜ

ひ検討を加えて、早急にそれを進めていただく

ようにお願いしておきたいと思います。 

 最後まで時間を使わなくていいわけですから、
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だんだん終わりますが、きのうウォーターボー

イズ２というのが終わりまして、教育長見られ

ました。最後に五大櫓というのがあったでしょ

う。これをやるという裏話を私、以前見たこと

があるんですけれども、この五大櫓でフィナー

レを迎えるわけです。そして、その時間の前に

ウォーターボーイズ全国大会というのがあった

んです。これをちょっと私は見れなかったんで

すが、８校が出てやるというような新聞のあれ

がありました。これ見れなかったんです、私。

そして、そのテレビドラマの最後に登場してく

るのが、一両編成のローカル車です。そこに主

人公の青年が、少年ですか、乗って行くわけで

すが、あれはまさにこのフラワー長井線一両列

車とダブって見えるわけです。やはり矢口監督

のねらっているものというか、感性というか、

ある意味ではこういうものかなと思っていまし

て、どういうドラマの展開になるかわかりませ

んけれども、ああいう形でかわいいスイングガ

ールズというその文字の入った列車がテレビド

ラマの中で全国の茶の間に流れるということに

なったらおもしろいなとこういうふうに思った

わけなんですが、教育長には今回答弁をお願い

していなかったんですが、最後に掲示板の中に

何千という書き込みが毎日あります。その書き

込みの中に、中学生なり、高校生なり、ぜひこ

の映画を見ていただくことが、音楽教育に大い

に役立つのではないかという書き込みがあった

ものですから、私なるほどなと思ったんです。

こういう指摘、意見について教育長はどのよう

にお考えなのか、ちょっとお聞かせいただきた

いと思います。 

○大沼 久委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 何人かその映画を見てきた生

徒にも聞いたんですけれども、大変見なれた風

景があったり、やはりジャズなんかが出てきて

大変興味のある映画だったというようなことを

聞いていますので、この前もお答えしましたけ

れども、そういう映画が長井市で公開されるよ

うになれば、その辺については私どもの方から

も学校に働きかけをしていきたいというふうに

思っているところです。 

○大沼 久委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 最後に市長にお聞きして

終わりたいと思います。結果として利用拡大に

つながらなければ存続だって危ぶまれるわけで

すよね。幾ら行政、県にお願いすると言っても

これには限界がありますので、やはりある程度

の入れ込み客がいて、そこに乗っていただくこ

とによって支援も受けられるという筋のものだ

と思うんです。したがいまして、フラワー長井

線の関係については、地図からこれが消えると

いうことのないようにしていかなければいけな

い。ひたすらそれを思っております。 

 ある人は奇跡というのは人の心の中にしか起

きないと言っているようでありますので、市長

の好きな言葉のようですが、そういう感じの。

ぜひ観光とＪＲ、あるいは長井線、ロケ地をめ

ぐった商品化、さっき言いましたＡ列車で行こ

うみたいな感じですね。これと実際の乗客、入

り込み数の増加を図るために、それぞれができ

ることをそれぞれの立場でやると。無理なこと

をしても絶対だめですから。自分のできる範囲

のことをそれぞれやるということが一番今、大

事だと思っています。 

 ただ、これが時間をかけてもいいという代物

ではありませんで、できるだけ早く機動性を生

かして、フットワークをよくして早くやるとい

うことが今最も大事な局面でありますので、私

はこの予算総括にあえてこの問題を取り上げさ

せていただきましたけれども、根底では何とか

こういったものをきっかけにして、フラワー長

井線が黒字化になるように、一つの起死回生の

策として、このスウィングガールズのテレビド

ラマ化というものもあるのではないだろうかと。

プロジェクトＸ、これを夢見てこれからお互い
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が取り組んで行かれるようにお願いを申し上げ

まして、市長の答弁をいただいて終わりたいと

思います。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長  まさに奇跡は人の心の中にし

か生まれないし、それを育てるのは人なわけで

しょうから、我々がやはり熱く燃えて、参加し

て、乗っていってということにみんなと一緒に

取り組んでいかなければいけないと。テレビド

ラマ化は非常に大きいんです、確かに。映画の

ヒットなんていうものではなくて、テレビの

20％というのは2,500万という話ですから、こ

れはやはり大きいんですが、おっしゃるように

映画のように１カ月ぐらいタスパスパークホテ

ルに泊まっていただくなんてことが、これはや

はり制作費の関係でぐっと縮小されるかもしれ

ない。セットも相当出てくるかもしれないし、

テレビドラマ化ということになりますと、しか

しその中でも矢口監督が言っているのは、東北

のあの美しい自然だ。それから、それをバック

にした長井線だと。そして、四季折々の風景だ

と。特に冬のところなんかは非常に感動した。

それから、東北弁だと。山形弁だ、置賜弁だと。

これにも感動したと。こういうことを言ってお

られるわけですから、この要素を入れていただ

きながら、テレビドラマ化まで引っ張っていけ

るように、ぜひこの私も微力を尽くしたいし、

蒲生議員からもぜひよろしくお願いしたいと思

います。 

 以上です。 

○９番 蒲生光男委員 終わります。 

○大沼 久委員長 次に、順位４番、議席番号２

番 内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 私は去る９月８日の一般

質問でフラワー長井線を存続させ、中心市街地

の活性化を図るためにということで住んでよし、

訪れてよしのまちづくりを六つの項目について

質問し、それぞれ答弁をいただいたわけであり

ますけれども、市営バスについて、またフラワ

ー長井線の利用拡大策としての全駅庭園化構想

についての議論が余り深められなかったという

ことで、一般質問に引き続きましてこの項目を

質疑させていただきたいというふうに思います。 

 また、もう１点、総合型地域スポーツクラブ

の検討という点で順次質問させていただきたい

というふうに思います。 

 まず、私はさきの一般質問で述べましたよう

に、このたびの議案第56号に反対するものでは

ありませんけれども、長井市には地域交通体型

における公共交通機関の位置づけが明確にされ

ていないのではないかといたしまして、その基

本方針をお伺いいたしました。 

 市長並びに企画調整課長からは長井市の道路

網を含めた地域交通体型の中でフラワー長井線

は高校生やお年寄りなどの重要な足であり、公

共交通機関の要と考えていると。しかしながら、

このたびの致芳・平野・公立置賜総合病院線の

市営バスの運行は以前から致芳・平野地区住民

の強い要望があったもので、今泉から置賜総合

病院のシャトルバスの見直しも含めて検討し、

利用者の利便を考えて考慮して提案したものと

いうふうに答弁があったと思いますが、そのよ

うに理解してよろしいか、もう一度市長にお伺

いしたいと思います。 

○大沼 久委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 基本的にそのとおりであります。 

○大沼 久委員長 ２番、内谷重治委員。 

○２番 内谷重治委員 ありがとうございます。

それを前提といたしまして、これから自分の考

えを述べさせていただきますが、今回の予算総

括質疑での質問趣旨というのは、フラワー長井

線を公共交通機関での地域交通体型の基幹に位

置づけるとしたら、地域交通体型を確立してい

くには我慢できる不便さと我慢できない不便さ

があるのではないかということを行政はやはり

市民にきちんと理解してもらうべきではないの


